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評価の進め方

札内川ダムでは、ダム完成後16年目の平成25年度に、ダム管理フォローアップ制度
に基づき、フォローアップ定期報告書（3巡目）が作成されている。

今回は4巡目にあたり、平成25～29年度の管理状況の評価を対象としているが、生
物の生息・生育環境の変化を把握するために、対象期間と概ね同様の調査精度で実
施した平成9年～24年の各種調査結果も用いて、評価を行った。

評価を行う主な内容は以下の通りとした。

・生物の生息・生育状況の変化の検証

→ダムの存在やダムの管理・運用に伴う影響を把握するために必要と考えられる

分析対象種

・重要な種及び外来種

→生物の生息・生育状況の変化の評価

・環境保全対策の効果の評価

・まとめ

上記を踏まえ、環境の現状の評価、ダムの管理運用と関連する環境の変化の有無に
ついての評価を行い、今後の課題を抽出し、より適切なダム管理に反映させる。

生物1
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・札内川ダムは、河西郡中札内村の西側に位置し、十勝平野中央部で十勝川に合流する札内川の上流
にある。

・その流域は、集水域面積117.7km2で、主にエゾイタヤ－シナノキ群落、エゾマツ－ダケカンバ群落、ミ
ヤマハンノキ－ダケカンバ群落等の自然林で占められ、日高山脈襟裳国定公園の中に位置し、良好な
自然に囲まれている。また、札内川ダムの南東側は鳥獣保護区(歴舟川鳥獣保護区)に指定されている。

札内川ダム周辺における自然環境の概況生物2

日高山脈
襟裳国定公園

国立・国定公園の地種区分

日高山脈襟裳国定公園の指定範囲
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自然環境に関する調査の実施状況

注) 1.平成10年ダム竣工
2.□は本報告における生物の生息・生育環境の変化の検討項目を示す。
3.□：アセスメント調査、■：湛水前調査、○：モニタリング調査、●：河川水辺の国勢調査であることを示す。
4.平成18年度以降は、河川水辺の国勢調査の見直しが行われ、魚類、底生動物、動植物プランクトン、環境基図作成調査(水域・陸域)に
ついては5年に1回、植物、鳥類、両生類・爬虫類・哺乳類、陸上昆虫類等については10年に1回の頻度で調査が実施されることとなった。

5.モニタリング調査結果をもとに、継続調査となった調査。

生物3

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます
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札内川ダムの環境の特徴生物4

【運用上の特徴】平成25年～29年の5年間で9回の防災操作を行っており、平成28年8月31日には管理開始以降、
最大流入量となる725m3/sの洪水に対して防災操作を実施した。

【 経過年数 】札内川ダムは平成10年に完成しており、ダム管理開始後、平成29年度までに20年が経過して
いる。

【ダム湖の水質】ダムサイトのBOD、DOはいずれも水質環境基準を満足する値で推移している。平成28年8月の
大規模出水に伴い、懸濁物質に影響を受けやすいSSで、一時的に各調査地点の濃度が高く
なったものの、短期間で通常のレベルに回復した。

【ダム湖の堆砂】平成28年の出水後、ダムから2.3km～4.7kmの区間で土砂の堆積が認められる。

◆札内川ダム貯水池運用実績(H25～H29の平均)

注) 融雪出水の予測にあたっては、集水域内の積雪状況を調査し融雪による流入量を推算
している。

◆札内川ダムの最深河床の変化

注）最深河床の変化グラフの横軸は、ダム直上流の調査測線NO.1からの距離を表す。
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項目 選定理由
下流

河川

ダム

湖内

ダム湖

周辺

流入

河川

魚類

ダム湖内の魚類の

生息状況
ダム湖内を魚類が利用しており、これら魚類の生息状況の変化等について検証する必要がある。 ○

回遊性魚類の生息

状況
ダムの存在に伴い、河川域が分断されており、回遊性魚類の生息状況が変化する可能性が考えられる。 ○ ○ ○

底生性魚類の生息

状況
ダムの存在や管理・運用に伴い、ダム下流河川において、土砂供給量の変化、流況の安定化等の環境変

化が発生し、それに伴い、砂礫底等を利用する底生性魚類の生息状況が変化する可能性が考えられる。
○

底生

動物

EPT種類数※
ダムの存在や管理・運用に伴い、ダム下流河川において、土砂供給量の変化、流況の安定化等の環境変

化が発生し、それに伴い、ダム下流河川に生息する底生動物の種組成が変化する可能性が考えられる。
○ ○

生活型

動植物

ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ
優占種 ダム管理開始後20年が経過しているが、優占種に変化がみられることから、ダム管理・運用後の影響や変

化について検証が必要である。
○

植物
植生の変化

(水位変動域)
ダム管理開始後20年が経過しているが、湛水域の存在、ダム管理・運用に伴う水位変動域の存在等によ

り、植生が変化する可能性が考えられる。
○

鳥類 水鳥の生息状況
ダム管理開始後20年が経過しているが、湛水域の存在、ダム管理・運用に伴う水位変動域の存在等に

より、水鳥の生息状況が変化する可能性が考えられる。
○ ○

陸上
昆虫類等

止水性トンボ類・樹
林性、草原性チョウ
類の生息状況

ダム管理開始後20年が経過しているが、湛水域の存在、ダム管理・運用に伴う水位変動域の存在等に
より、陸上昆虫類等の生息状況が変化する可能性が考えられる。

○

分析項目の選定生物5

・札内川ダムのダムの特性（立地条件、経過年数、既往調査結果、出水の状況、貯
水池運用の状況、環境保全措置の実施状況等）を踏まえ、ダムの存在やダムの管
理・運用に伴い、影響が想定される生物群について分析項目を選定した。

※EPT種類数とは、カゲロウ目（Ephemeroptera）、カワゲラ目（Plecoptera）、トビケラ目（Trichoptera）の合計種類数であり、水質の良好さを示す指標の一つである。

※詳細な調査情報は貴
重種の生息箇所が特
定される恐れがある
ため非公表とさせて
いただきます
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◆札内川ダム周辺図

札内川ダムの検証を行う場所の設定生物6

ダム湖内：平常時最高貯水位を基本
流入河川：上流河川 (最上流の生物調査地点～湛水区域まで) 

ダム湖に流入する支川 （コイカクシュサツナイ川）
下流河川：堤体～最下流の生物調査地点まで
ダム湖周辺：平常時最高貯水位より概ね500mの範囲 (ダム湖を除く)

ダム湖内
・魚類
・底生動物
・動植物プランクトン
・鳥類

ダム湖周辺
・植物
・鳥類
・両生類・爬虫類・哺乳類※
・陸上昆虫類等

下流河川
・魚類
・底生動物

札内川ダムコイカクシュサツナイ川

札内川

流入河川
・魚類
・底生動物

注)「※」は今回、評価対象外の項目を示す。

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます



6767 生物の生息・生育状況の変化の検証
【魚類】ダム湖内における魚類の確認状況生物7

・既往の河川水辺の国勢調査全体で、3科5種類の魚類が確認された。
・ダム湖内では、オショロコマS. malma krascheninnikovi、ニジマスO.mykissの2種類が経年

的に確認された。
・重要な種として、オショロコマS. malma krascheninnikovi、サクラマス(ヤマメ) O. masou 
masou、ハナカジカC. nozawaeの3種類が確認された。

・外来種として、ニジマスO. mykissが確認された。

注） 1. ダム湖内で実施した平成14、19、24、29年度の夏季及び秋季調査による確認種類を整理した。
2. ◎は各調査における確認個体数が一番多い種類を示す。
3. 和名、学名及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト[平成30年度版]」によった。
4. 青字は重要な種、赤字は外来種であることを示す。
5. 「●」：確認種、「空欄」：未確認種、「レ」：未調査種、「◎」：確認種のうち確認個体数が一番多いものを示す。
6.フクドジョウについては、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト［平成30年度版］」によりドジョウ科からフクドジョウ科に変更とな
った。

◆ダム湖内における魚類の確認状況

No. 科名 種類名 学名
H14

(2002)
H19

(2007)
H24

(2012)
H29

(2017)
備考

1 フクドジョウ フクドジョウ Barbatula oreas ● ● 底生性

2 サケ オショロコマ Salvelinus malma krascheninnikovi ● ● ● ● 回遊性

3 ニジマス Oncorhynchus mykiss ◎ ◎ ◎ ● 回遊性

4 サクラマス(ヤマメ) Oncorhynchus masou masou ● 回遊性

5 カジカ ハナカジカ Cottus nozawae ● ◎ 底生性

3科 5種類 確認種類数 5 2 2 4

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます



6868
生物8

・回遊性魚類として、ウグイT.hakonensis、オショロコマS.malma krascheninnikovi、ニジマスO. mykiss、サ
クラマス(ヤマメ)O.masou masouの4種類が確認された。

・重要な種であるオショロコマS.malma krascheninnikovi は､ダム湖内及び流入河川において経年的に確
認されている。

・外来種であるニジマスO. mykissは、ダム湖内、流入河川及び下流河川の全てにおいて経年的に確認
されている。

◆回遊性魚類の確認状況

生物の生息・生育状況の変化の検証
【魚類】ダム湖内・流入河川・下流河川における回遊性魚類の確認状況

種 類 名 調査年度 ダム湖内 流入河川 下流河川

ウグイ
Tribolodon hakonensis

H14(2002) ●

H19(2007)

H24(2012)

H29(2017)

オショロコマ
Salvelinus malma krascheninnikovi

H14(2002) ● ●

H19(2007) ● ●

H24(2012) ● ● ●

H29(2017) ● ●

ニジマス
Oncorhynchus mykiss

H14(2002) ● ● ●

H19(2007) ● ● ●

H24(2012) ● ● ●

H29(2017) ● ● ●

サクラマス(ヤマメ)
Oncorhynchus masou masou

H14(2002) ● ● ●

H19(2007)

H24(2012)

H29(2017) ●

注）1. ダム湖内、流入河川、下流河川で実施した平成14、
19、24、29年度の夏季及び秋季調査による確認種類
を整理した。

2.和名、学名及び配列は「河川水辺の国勢調査のため
の生物リスト[平成30年度版]」によった。

3. 青字は重要な種、赤字は外来種であることを示す。
4. 「●」 ：確認種、「空欄」：未確認種、「レ」：未調査種

を示す。

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます
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生物9

・底生魚として、スナヤツメ北方種Lethenteron sp.N.、カワヤツメL. camtschaticum、フクドジョウB. oreas、
ハナカジカC. nozawaeの4種類が確認された。

・カワヤツメL. camtschaticumは平成14年度のみしか確認されていないが、フクドジョウB. oreas、ハナカ
ジカC. nozawaeは経年的に確認された。

◆下流河川における底生魚の確認状況

注)1.下流河川（St.15）で実施した平成19、24、29年度の夏季、秋季調査にお
ける投網（10回あたりに換算)、タモ網(1時間あたりに換算)、サデ網(1時
間あたりに換算)、電気ショッカー(1時間あたりに換算)による確認個体数
の合計を棒グラフで整理した。なお、総確認個体数は、折線グラフで整
理した。

2.グラフ内の生物の学名については、以下のとおりである。
フクドジョウ：Barbatula oreas
ハナカジカ：Cottus nozawae

生物の生息・生育状況の変化の検証
【魚類】下流河川における底生魚の確認状況

注) 1. 下流河川で実施した平成14、19、24、29年度の夏季及び秋季調査による確認種類を整理した。
2. 和名、学名及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト[平成30年度版]」によった。
3. 青字は重要な種であることを示す。
4. 「●」：確認種、「空欄」：未確認種、「レ」：未調査種、「◎」：確認種のうち確認個体数が一番多いものを示す。
5.フクドジョウについては、「河川水辺の国勢調査のための生物リスト［平成30年度版］」によりドジョウ科からフクドジョウ科に変更となった。

◆下流河川における底生魚の個体数変化

科名 種類名 学名
H14(2002) H19(2007) H24(2012) H29(2017)

備考
夏 秋 夏 秋 夏 秋 夏 秋

ヤツメウナギ スナヤツメ北方種 Lethenteron sp.N. ● ● ● 底生性

カワヤツメ Lethenteron camtschaticum ● 底生性

フクドジョウ フクドジョウ Barbatula oreas ● ● ● ◎ ● ● ● ● 底生性

カジカ ハナカジカ Cottus nozawae ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ 底生性

3科 4種類 確認種類数 2種類 3種類 2種類 2種類 2種類 3種類 3種類 3種類

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます



7070 生物の生息・生育状況の変化の検証
【底生動物】下流河川・流入河川における底生動物のEPT種類数の変化生物10

・下流河川及び流入河川ともにカゲロウ目、カワゲラ目及びトビケラ目の種類数及び
構成に大きな変化はみられない。

注)1.下流河川、流入河川ともに各調査年度の定性、定量調査結果により確認された種類数を整理した。

2.EPT種類数とは、カゲロウ目(Ephemeroptera)、カワゲラ目(Plecoptera)、トビケラ目(Trichoptera)の合計種類数であり、水質の
良好さを示す指標の一つである。

◆下流河川・流入河川における底生動物のEPT種類数の変化

16
23 25 23

14
19

25 25

5

7 6 10

9

12

12 1220

24 19
22

16

23

25 25

0

10

20

30

40

50

60

70

H14 H19 H24 H29 H14 H19 H24 H29

下流河川 流入河川

E
P

T
種

類
数

カゲロウ目 カワゲラ目 トビケラ目

(2002) (2007) (2012) (2017) (2002) (2007) (2012) (2017)



7171

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H14 H19 H24 H29 H14 H19 H24 H29

下流河川 流入河川

生
活

型
構
成

割
合

掘潜型 携巣型 固着型 造網型 遊泳型 匍匐型

(2002) (2007) (2012) (2017) (2002) (2007) (2012) (2017)

生物の生息・生育状況の変化の検証
【底生動物】下流河川・流入河川における底生動物の生活型構成比の変化生物11

・生活型構成比では、下流河川、流入河川ともに匍匐型の割合が安定的に高い傾向にある。

・全般的に、底生動物の生活型構成比に大きな変化はみられない。

◆下流河川・流入河川における底生動物の生活型構成比の変化

注) 1.下流河川、流入河川ともに各調査年度の定性、定量調査結果により確認された種類数を整理した。
2.生活型については、以下のとおりである。

掘潜型：河川や湖沼の砂泥中に棲むもの。
携巣型：可搬型の巣を作り、巣を携えて移動しながら生活するもの。
固着型：流水の瀬や波の打ち寄せる湖岸で、基質の表面にしがみつく行動や形態を有するもの。
造網型：絹糸を用いて、基質に固着した巣を作るもの。
遊泳型：流水域あるいは止水的環境で、魚のように泳ぐことに適応したもの。
匍匐型：水生植物の葉や砂泥上で生活するもの。



7272 生物の生息・生育状況の変化の検証
【動植物プランクトン】動物プランクトンの優占種の状況

・ダム湖内では、平成14年以降は単生殖巣綱のヒゲワムシ科やツボワムシ科、葉脚綱のミジンコ科やゾ
ウミジンコ科の各種が概ね優占種として確認されている。

・これらは、湖沼で普通にみられる種類であるほか、貧腐水性～中腐水性の指標であり、貯水池内の
BOD、COD、T-N、T-Pなどが低く推移していることからも、貯水池内の水質は良好であると考えられる。

生物12

◆ダム湖内の動物プランクトンの優占種

注) 1. St.3における平成14、19、24、29年度の春季、夏季、秋季における定量調査(採水法)結果を整理した。
2. Os：貧腐水性（きれいな水：汚濁は非常にわずか）、β-ms：中腐水性（少し汚れた水：汚濁は中位）
3. .種類名の色は、■：繊毛虫門、■：単生殖巣綱、 ■：双生殖巣綱、 ■：線形動物門、 ■：クモ綱、 ■：顎脚綱、■：鰓脚綱を示す。

総個体数

（個体/m
3
） 種類名 % 指標性 種類名 % 指標性 種類名 % 指標性

春

(6月)
23,530

ヒゲワムシ科

Polyarthra vulgaris
89.2

Os～

β-ms

CILIOPHORA(繊毛虫門)の一種

CILIOPHORA sp.
8.5 －

Copepoda(ｶｲｱｼ亜綱)の一種

Copepoda sp.
2.3 －

夏

(7月)
23,000

ヒゲワムシ科

Polyarthra vulgaris
82.6

Os～

β-ms

ハオリワムシ科

Lepadella  sp.
13.0

β-ms～

α-ms

NEMATODA(線形動物門)の一種

NEMATODA sp.
4.3 －

秋

(9月)
31,000

ヒゲワムシ科

Polyarthra vulgaris
61.3

Os～

β-ms

CILIOPHORA(繊毛虫門)の一種

CILIOPHORA sp.
35.5 －

ミジンコ科

Daphnia  sp.
3.2 －

NEMATODA(線形動物門)の一種

NEMATODA sp.

Acarina(ダニ目)の一種

Acarina sp.

夏

(7月)
77,100

ヒゲワムシ科

Polyarthra vulgaris
99.9

Os～

β-ms

Copepoda(ｶｲｱｼ亜綱)の一種

Copepoda sp.
0.1 － － － －

秋

(9月)
38,800

ヒゲワムシ科

Synchaeta  sp.
72.2 －

ヒゲワムシ科

Polyarthra vulgaris
21.9

Os～

β-ms

ゾウミジンコ科

Bosmina longirostris
4.4

Os～

β-ms

ヒゲワムシ科

Synchaeta  sp.
7.7 －

ミジンコ科

Daphnia longispina
7.7 －

夏

(7月)
133,900

ミジンコ科

Daphnia longispina
24.7 －

ゾウミジンコ科

Bosmina longirostris
22.7

Os～

β-ms

ヒゲワムシ科

Synchaeta  sp.
16.4 －

秋

(9月)
177,700

ミジンコ科

Daphnia longispina
93.5 －

ゾウミジンコ科

Bosmina coregoni
2.6 Os

ゾウミジンコ科

Bosmina longirostris
1.6

Os～

β-ms

春

(5月)
66

ツボワムシ科

Keratella quadrata quadrata
66.7 β-ms

ミズヒルガタワムシ科

Rotaria　sp.
33.3 － － － －

夏

(8月)
10,731

ヒゲワムシ科

Polyarthra vulgaris
83.7

Os～

β-ms

ゾウミジンコ科

Bosminopsis deitersi
12.5 －

ヒゲワムシ科

Synchaeta  sp.
2.9 －

秋

(10月)
499

ミジンコ科

Daphnia longispina
46.7 －

ゾウミジンコ科

Bosmina longirostris
20.0

Os～

β-ms

ヒゲナガケンミジンコ科

Acanthocyclops vernalis
13.4 －

Copepoda(ｶｲｱｼ亜綱)の一種

Copepoda sp.
30.8 －53.9 －

調査時期
優占1位 優占2位 優占3位

H14

St.3

－－ － － － － －

H29

春

(6月)

H19

春

(6月)
200 50.0

H24

1,300
キクロプス科

Acanthocyclops vernalis

(2002)

(2007)

(2012)

(2017)
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注) 1. St.3における平成14、19、24、29年度の春季、夏季、秋季、冬季調査における定量調査（採水法：表層）結果を整理した。
2. Os：貧腐水性（きれいな水：汚濁は非常にわずか）、β-ms：中腐水性（少し汚れた水：汚濁は中位）
3. 種類名の色は、■：クリプト藻綱、■：渦鞭毛藻綱、■：黄金色藻綱、■：珪藻綱、■：緑藻綱を示す。

・ダム湖内では、湖沼で一般的にみられる種類である珪藻綱のディアトマ科、黄金色藻綱のディノブリオン科
等が優占種として確認されている。

・平成28年の出水後の平成29年度は珪藻綱のディアトマ科が優占し、総細胞数も少ない傾向を示している。

生物の生息・生育状況の変化の検証
【動植物プランクトン】植物プランクトンの優占種の状況生物13

◆ダム湖内の植物プランクトンの優占種
総細胞数

（細胞/l） 種類名 % 指標性 種類名 % 指標性 種類名 % 指標性

春

(6月)
395,270

ペリディニウム科の一種

Peridiniaceae sp.
66.3 －

ディノブリオン科

Dinobryon cylindricum
11.1 0s

クリプトモナス科

Cryptomonas  sp.
7.3 －

夏

(7月)
540,750

クリプトモナス科

Cryptomonas  sp.
31.3 －

ディノブリオン科

Dinobryon cylindricum
28.3 0s

ディノブリオン科

Dinobryon divergens
19.4

0s～

β-ms

秋

(9月)
141,890

ペリディニウム科の一種

Peridiniaceae sp.
24.7 －

クリプトモナス科

Cryptomonas  sp.
18.3 －

クリプト藻綱の一種

Cryptophyceae sp.
17.6 －

ペリディニウム科の一種

Peridiniaceae sp.

ディアトマ科

Fragilaria  sp.

春

(6月)
210,900

ディノブリオン科

Dinobryon bavaricum
50.6

0s～

β-ms

ギムノディニウム科

Gymnodinium sp.
16.2 －

黄金色藻綱 の一種

Chrysophyceae sp.
7.1 －

夏

(7月)
601,875

リゾソレニア科

Urosolenia longiseta
81.3 －

ギムノディニウム科

Gymnodinium sp.
13.6 －

ディノブリオン科

Dinobryon bavaricum
1.7

0s～

β-ms

秋

(9月)
96,225

ディノブリオン科

Dinobryon divergens
31.5

0s～

β-ms

クリプトモナス科

Cryptomonas  spp.
28.7 －

クリプト藻綱の一種

Cryptophyceae sp.
18.7 －

冬

(11月)
60,300

クリプト藻綱の一種

Cryptophyceae spp.
87.6 －

クリプトモナス科

Cryptomonas  spp.
4.5 －

パルメラ科

Sphaerocystis schroeteri
4.0 －

春

(6月)
21,450

ディノブリオン科

Dinobryon bavaricum
45.0

0s～

β-ms

ニッチア科

Nitzschia  sp.
18.4 －

オクロモナス科

Ochromonas  sp.
13.8 －

夏

(7月)
118,100

ディノブリオン科

Dinobryon divergens
53.6

0s～

β-ms

クリプトモナス科

Cryptomonas  sp.
25.9 －

ディアトマ科

Asterionella formosa
14.3 －

秋

(9月)
61,750

コッコミクサ科

Elakatothrix gelatinosa
98.9 －

ディノブリオン科

Dinobryon divergens
2.9

0s～

β-ms

ディノブリオン科

Dinobryon bavaricum
0.8 0s

オクロモナス科

Ochromonas sp.
－

ディノブリオン科

Dinobryon bavaricum
0s～

β-ms

アクナンテス科

Achnanthidium属
－

ディアトマ科

Diatoma属
－

イチモンジケイソウ科

その他イチモンジケイソウ科珪藻
－

夏

(7月)
21,120

ディノブリオン科

Dinobryon属
59.9 －

ディアトマ科

Tabellaria属
30.1 －

ディアトマ科

その他のFragilaria属
9.7 －

秋

(9月)
39,740

ディノブリオン科

Dinobryon属
100.0 － － － － － － －

冬

(11月)
170

ディアトマ科

その他のFragilaria属
100.0 － － － － － － －

1.3

－ 6.3

ディアトマ科

その他のFragilaria属
ディアトマ科

Tabellaria属
760

春

(6月)
82.9 － 13.2 －

アクナンテス科

Achnanthes  sp.
7.9

H24

冬

(11月)
1,260

クリプトモナス科

Cryptomonas  sp.
34.9 －

アクナンテス科

Achnanthes sp.
12.7

11,170
クリプトモナス科

Cryptomonas  sp.
35.8 － 17.9 －

H19

－

調査時期
優占1位 優占2位 優占3位

H14

冬

(11月)

H29

St.3

(2002)

(2007)

(2012)

(2017)
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貯水池

生物の生息・生育状況の変化の検証
【植物】植生の変化（水位変動域）生物14

・ダム湖周辺における植生に、大きな変化はみられなかった。
・流入河川のクチャウシュナイ沢周辺では、平成21年調査時はケヤマハンノキ群落であった範囲が平成

26年度調査時には自然裸地、ケヤマハンノキ群落（低木林）へ変化している。

H21
(2009)

ケヤマハンノキ群落
⇒ 自然裸地、ケヤマハンノキ

群落(低木林)へ変化

自然裸地、
ケヤマハンノキ群落(低木林)

群落表示

コード

オオイヌタデ-オオクサキビ群落 0510

オオヨモギ-オオイタドリ群落 062

 ダイモンジソウ群落 0633

単子葉草本群落 ヨシ群落 ヨシ群落 071

その他の単子葉 セリ-クサヨシ群集 1010

　 草本群落 カモガヤ-オオアワガエリ群落 1033

　 オニウシノケグサ群落 1037

ヤナギ高木林 オオバヤナギ-ドロノキ群集 121

　 エゾノキヌヤナギ-オノエヤナギ群集 123

　 エゾノキヌヤナギ-オノエヤナギ群集(低木林) 124

　 ケショウヤナギ群落 1223

その他の低木林 クマイザサ群落 1310

ミヤマハンノキ群落 1338

落葉広葉樹林 ヤチダモ-ハルニレ群集 145

　 ケヤマハンノキ群落 1441

ケヤマハンノキ群落(低木林) 1442

　 アカトドマツ-ミズナラ群落 14501

　 エゾイタヤ-シナノキ群落 14502

　 ダケカンバ群落 14503

植林地(その他) アカトドマツ植林 202

　 アカエゾマツ植林 20501

人工草地 人工草地 24

グラウンドなど 公園・グラウンド 251

人工構造物 構造物 261

　 コンクリート構造物 262

　 道路 263

自然裸地 自然裸地 27

開放水面 開放水面 28

一年生草本群落

多年生広葉草本群落

草本群落 群落名

森林が雪崩で裸地化
（その縁はケヤマハンノキ低木林が回復）

ケヤマハンノキ群落

貯水池

クチャウシュナイ沢

クチャウシュナイ沢

H26
(2014)

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます
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H26(2014)

H20(2008)

(m)

流入河川
St.2

生物の生息・生育状況の変化の検証
【植物】植生の変化（流入河川）

二の沢(流入河川St.2)及び札内川（流入河川St.3）における植生断面図

・二の沢河岸のクマイザサ群落は、セリ-クサヨ
シ群集へと変化した。

・本川の札内川では、氾濫原に生育するオオバ
ヤナギ-ドロノキ群集に大きな変化は見られな
かった。

生物15

流入河川
St.3

◆流入河川の植生変化について

H20(2008)

クマイザサ群落が
セリ-クサヨシ群集へ変化

St.2
札内川ダム

St.3

大きな変化はみられなかった。

H26(2014)

※詳細な調査情報は貴重種の
生息箇所が特定される恐れが

あるため非公表とさせていただきます
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H20(2008)

H26(2014)

生物の生息・生育状況の変化の検証
【植物】植生の変化（下流河川）

札内川（下流河川St.1）における植生断面図

・下流河川では、植生に大きな変化はみられ
なかった。

生物16

◆下流河川の植生変化について

札内川ダム

St.1

大きな変化はみられなかった。

下流河川
St.1

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れ
があるため非公表とさせていただきます
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生物の生息・生育状況の変化の検証
【鳥類】水鳥の確認状況生物17

◆水鳥の確認状況

No. 科名 種類名 学 名
ダム湖内 ダム湖周辺

H17(2005) H25(2013) H17(2005) H25(2013)

1 カモ オシドリ Aix galericulata ●

2 マガモ Anas platyrhynchos ● ● ●

3 コガモ Anas crecca ● ● ●

4 シノリガモ Histrionicus histrionicus ●

5 カワアイサ Mergus merganser ●

6 サギ アオサギ Ardea cinerea ●

7 シギ ヤマシギ Scolopax rusticola ● ● ●

8 イソシギ Actitis hypoleucos ●

シギ科の一種 Scolopacidae sp. ● ●

3科 8種類 確認種類数 2種類 3種類 6種類 3種類

注) 1. 平成17、25年度の春季、秋季、冬季調査による確認種類を整理した。
2. 水鳥は、カモ目、ペリカン目、チドリ目に属する鳥類とした。
3. 和名、学名及び配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト[平

成30年 度版]」によった。
4. 青字は重要な種であることを示す。
5. 「●」 ：確認種、「空欄」：未確認種、「レ」：未調査種を示す。

水鳥確認種類数

• ダム湖周辺での水鳥の確認種類数は、平成25年度にやや減少しているものの、ダム湖内
で確認された水鳥の種類数に大きな変化はみられない。

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます
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生物の生息・生育状況の変化の検証
【陸上昆虫類等】トンボ類の確認状況

・生息環境別トンボ類についてみると、平成16年度及び平成25年度ともに止水性の種のみ
確認され、流水性の種は確認されなかった。

生物18

No. 科 名 種 類 名 学 名 H16(2004) H25(2013)

止
水
性

1 イトトンボ ルリイトトンボ Enallagma circulatum ●

2 ヤンマ ルリボシヤンマ Aeshna juncea ●

3 サナエトンボ モイワサナエ Davidius moiwanus moiwanus ●

4 エゾトンボ タカネトンボ Somatochlora uchidai ●

5 トンボ シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum ●

6 シオヤトンボ Orthetrum japonicum ●

7 ウスバキトンボ Pantala flavescens ● ●

8 マユタテアカネ Sympetrum eroticum eroticum ●

9 アキアカネ Sympetrum frequens ●

10 ノシメトンボ Sympetrum infuscatum ●

11 ミヤマアカネ Sympetrum pedemontanum elatum ●

5科 11種類 確認種類数 2種類 10種類

注) 1. ダム湖周辺で実施した全調査地点におけるトンボ類の確認種類
を整理した。

2.平成18年度の調査マニュアル改正により、平成16年度及び平成
25年度では調査地点数、調査箇所、調査手法が異なっている。

3. 「●」：確認種、「空欄」：未確認種、「レ」：未調査種を示す。

◆ダム湖周辺におけるトンボ類の確認状況

生息環境別トンボ類確認種類数

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます
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生物の生息・生育状況の変化の検証
【陸上昆虫類等】樹林性、草原性チョウ類の確認状況

・チョウ類の構成比率を経年比較すると、各年ともに樹林性の種が草原性の種よりも多く確認されている。
・樹林性、草原性ともに確認種類数に大きな変化はみられない。

生物19

No. 科名 種 類 名 学 名 H16
(2004)

H25
(2013)

樹
林
性

1 セセリチョウ キバネセセリ Burara aquilina aquilina ● ●
2 オオチャバネセセリ Polytremis pellucida pellucida ●
3 コチャバネセセリ Thoressa varia ●
4 マダラチョウ アサギマダラ Parantica sita niphonica ●
5 シジミチョウ ミズイロオナガシジミ Antigius attilia attilia ●
6 ウスイロオナガシジミ Antigius butleri ●
7 オナガシジミ Araragi enthea enthea ●
8 ウラゴマダラシジミ Artopoetes pryeri pryeri ● ●
9 コツバメ Callophrys ferrea ferrea ●
10 ルリシジミ Celastrina argiolus ladonides ●
11 アイノミドリシジミ Chrysozephyrus brillantinus ●
12 メスアカミドリシジミ Chrysozephyrus smaragdinus smaragdinus ● ●
13 エゾミドリシジミ Favonius jezoensis ●
14 ジョウザンミドリシジミ Favonius taxila taxila ●
15 アカシジミ Japonica lutea lutea ●
16 ミドリシジミ Neozephyrus japonicus japonicus ●
17 トラフシジミ Rapala arata ●
18 カラスシジミ Strymonidia w-album fentoni ● ●
19 ゴイシシジミ Taraka hamada hamada ●
20 ウラキンシジミ Ussuriana stygiana ●
21 ウラミスジシジミ Wagimo signatus ● ●
22 タテハチョウ コムラサキ Apatura metis substituta ● ●
23 サカハチチョウ Araschnia burejana burejana ● ●
24 アカマダラ Araschnia levana obscura ●
25 ミドリヒョウモン Argynnis paphia tsushimana ●
26 ウラギンスジヒョウモン Argyronome laodice japonica ● ●
27 メスグロヒョウモン Damora sagana liana ● ●
28 ウラギンヒョウモン Fabriciana adippe pallescens ● ●
29 クジャクチョウ Inachis io geisha ● ●
30 イチモンジチョウ Limenitis camilla japonica ● ●
31 クロヒカゲ本土亜種 Lethe diana diana ● ●
32 オオイチモンジ Limenitis populi jezoensis ●
33 ミスジチョウ Neptis philyra philyra ●
34 コミスジ北海道亜種 Neptis sappho yessonensis ●
35 キベリタテハ Nymphalis antiopa ● ●
36 エルタテハ Nymphalis vaualbum ● ●
37 シータテハ Polygonia c-album hamigera ● ●
38 ギンボシヒョウモン北海道亜種 Speyeria aglaja basalis ● ●
39 アカタテハ Vanessa indica indica ● ●
40 アゲハチョウ カラスアゲハ本土亜種 Papilio dehaanii dehaanii ● ●
41 ミヤマカラスアゲハ Papilio maackii ● ●
42 キアゲハ Papilio machaon hippocrates ● ●
43 オナガアゲハ Papilio macilentus ●
44 シロチョウ ツマキチョウ本土亜種 Anthocharis scolymus scolymus ●
45 エゾシロチョウ Aporia crataegi adherbal ● ●

6科 45種類 確認種類数 27 40

No. 科名 種 類 名 学 名
H16
(2004)

H25
(2013)

草
原
性

1 セセリチョウ ギンイチモンジセセリ Leptalina unicolor ●

2 コキマダラセセリ Ochlodes venatus venatus ● ●

3 チャマダラセセリ Pyrgus maculatus maculatus ●

4 シジミチョウ ツバメシジミ Everes argiades argiades ●

5 アサマシジミ北海道亜種 Lycaeides subsolanus iburiensis ●

6 ベニシジミ Lycaena phlaeas chinensis ●

7 ゴマシジミ北海道東部亜種 Maculinea teleius ogumae ●

8 ヒメシジミ北海道亜種 Plebejus argus pseudaegon ●

9 タテハチョウ オオウラギンスジヒョウモン Argyronome ruslana lysippe ●

10 コヒョウモン北海道亜種 Brenthis ino mashuensis ●

11 カラフトヒョウモン Clossiana iphigenia ●

12 ホソバヒョウモン Clossiana thore jezoensis ● ●

13 クモガタヒョウモン Nephargynnis anadyomene midas ●

14 フタスジチョウ北海道亜種 Neptis rivularis bergmanii ●

15 ウスバシロチョウ Parnassius glacialis ●

16 シロオビヒメヒカゲ北海道東部亜種 Coenonympha hero latifasciata ● ●

17 ベニヒカゲ北海道亜種 Erebia niphonica scoparia ● ●

18 ツマジロウラジャノメ北海道亜種 Lasiommata deidamia deidamia ● ●

19 サトキマダラヒカゲ Neope goschkevitschii ●

20 ヤマキマダラヒカゲ本土亜種 Neope niphonica niphonica ●

21 オオヒカゲ Ninguta schrenckii ●

22 ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus ● ●

23 ヒメキマダラヒカゲ Zophoessa callipteris ●

24 シロチョウ モンキチョウ Colias erate poliographa ●

25 エゾヒメシロチョウ Leptidea morsei ●

26 エゾスジグロシロチョウ Pieris dulcinea tomariana ● ●

27 スジグロシロチョウ Pieris melete ● ●

28 モンシロチョウ Pieris rapae crucivora ● ●

4科 28種類 確認種類数 21 16

◆ダム湖周辺におけるチョウ類の確認状況

生息環境別チョウ類確認種類数

注) 1. ダム湖周辺で実施した全
調査地点におけるチョウ類
の確認種類を整理した。

2.青字は重要な種であること
を示す。

3. 「●」：確認種、「空欄」：未
確認種、「レ」：未調査種を
示す。

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます
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【参考】ダム湖周辺における両生類・爬虫類の確認状況

生物20

・既往の河川水辺の国勢調査全体で両生類3科3種、爬虫類2科3種が確認された。
・両生類では、エゾサンショウウオH. retardatus、エゾアカガエルR. piricaといった森林性の
種が経年的に確認された。

・爬虫類では、カナヘビT. tachydromoidesが経年的に確認された。
・重要な種として、エゾサンショウウオH. retardatusが確認された。

注) 1. ダム湖周辺で実施した全調査方法による調査の結果を整理した。
2. 和名及び学名、配列は「野生動物調査痕跡学図鑑」門崎 允昭(2009)によった。
3. 青字は、重要な種であることを示す。
4. 「●」：確認種、「空欄」：未確認種、「レ」：未調査種を示す。

◆ダム湖周辺における両生類・爬虫類の確認状況

項目 科名 種名 学名
H15

(2003)
H20

(2008)

両生類

サンショウウオ エゾサンショウウオ Hynobius retardatus ● ●

アカガエル エゾアカガエル Rana pirica ● ●

アマガエル アマガエル Hyla arborea ●

3科 3種 確認種数 3 2

項目 科名 種名 学名
H15

(2003)
H20

(2008)

爬虫類

カナヘビ カナヘビ Takydromus tachydromoides ● ●

ヘビ アオダイショウ Elaphe climacophora ●

シマヘビ Elaphe quadrivirgata ●

2科 3種 確認種数 1 3

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます
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No. 科名 種類名 学名
H15
(2003)

H20
(2008) 確認方法

1 トガリネズミ ヒメトガリネズミ Sorex minutus ● ● トラップ

2 エゾトガリネズミ Sorex caecutiens ● ● トラップ

3 オオアシトガリネズミ Sorex unguiculatus ● ● 目撃、トラップ

4 ヒナコウモリ ホオヒゲコウモリ Myotis gracilis レ ● かすみ網

5 ヒメホオヒゲコウモリ Myotis ikonnikovi レ ● かすみ網

6 カグヤコウモリ Myotis frater レ ● かすみ網

7 モモジロコウモリ Myotis macrodactylus ● ●
バットディテクター、
かすみ網

8 ドーベントンコウモリ Myotis daubentonii レ ● かすみ網

Myotis属の一種 Myotis sp. レ ● かすみ網

9 ヒナコウモリ Vespertilio superans ● バットディテクター

10 ウサギコウモリ Plecotus auritus レ ● かすみ網

11 コテングコウモリ Murina ussuriensis レ ● 目撃､かすみ網

ヒナコウモリ科の一種 Vespertilionidae sp. レ ●
バットディテクター、
無人撮影等

12 ナキウサギ ナキウサギ Ochotona hyperborea ●
痕跡(食痕、糞)、
鳴き声

13 ウサギ エゾノウサギ Lepus timidus ● ● 痕跡(食痕、足跡、糞)

14 リス エゾリス Sciurus vulgaris ● ●
目撃、
痕跡(食痕、足跡)

15 シマリス Tamias sibiricus ● 目撃、無人撮影

16 エゾモモンガ Pteromys volans ● ● 痕跡(食痕、巣、糞)

【参考】ダム湖周辺の哺乳類の確認状況
生物21

・既往の河川水辺の国勢調査全体で10科31種類が確認された。
・エゾトガリネズミS. caecutiens、モモジロコウモリM. macrodactylus、エゾノウサギL. timidus、キツネV. 
vulpes、シカC. nippon等の樹林性の種が経年的に確認された。

・重要な種として、ヒメホオヒゲコウモリM. ikonnikovi、オコジョM. erminea 等12種が確認された。
・外来種として、平成15年度にミンクM. visonが確認されたが、平成20年度調査では確認されてない。

◆ダム湖周辺における哺乳類の確認状況

注) 1. ダム湖周辺で実施した全調査方法による調 査の結果を整理した。
2. 和名及び学名、配列は「野生動物調査痕跡学図鑑」門崎 允昭(2009)によった。
3. 平成20年度は、コウモリ類調査を実施しているため、コウモリ類の確認種類数が多い。
4. 青字は重要な種、 赤字は外来種であることを示す。
5.  「●」：確認種、「空欄」：未確認種、「レ」：未調査種を示す。

No. 科名 種類名 学名 H15
(2003)

H20
(2008)

確認方法

17 ネズミ エゾヤチネズミ Clethrionomys rufocanus ● ● トラップ

18 ミカドネズミ Clethrionomys rutilus ● トラップ

19 ムクゲネズミ Clethrionomys rex ● ● トラップ

Clethrionomys属の一種 Clethrionomys sp. ● 無人撮影

20 アカネズミ Apodemus speciosus ● ● トラップ、痕跡(死体)

22 ヒメネズミ Apodemus argenteus ● ● トラップ

Apodemus属の一種 Apodemus sp. ● 無人撮影

ネズミ科の一種 Muridae sp. ●
痕跡(足跡、糞)、
無人撮影

23 クマ ヒグマ Ursus arctos ● ●
痕跡(足跡、爪痕、糞)、
無人撮影

24 イヌ
タヌキ Nyctereutes procyonoides ● ●

痕跡(足跡)、
無人撮影

25 キツネ Vulpes vulpes ● ●
目撃、痕跡(足跡、糞)、
無人撮影

26 イタチ クロテン Martes zibellina ● ●
痕跡(足跡、糞)、
無人撮影

27 イタチ Mustela sibirica ● 痕跡(足跡)等

28 イイズナ Mustela nivalis ● 痕跡(足跡)等

29 オコジョ Mustela erminea ● 痕跡(足跡)等

30 ミンク Mustela vison ● 痕跡(足跡)等

Mustela属の一種 Mustela sp. ● 痕跡(足跡)

イタチ科の一種 Mustelidae sp. ● 痕跡(足跡、糞)

31 シカ シカ Cervus nippon ● ●
痕跡(食痕、足跡、
けもの道、死体等)

10科 31種類 確認種類数 21 26

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます
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生物の生息・生育状況の変化の評価

分析項目 生物の状況 ダムとの関わりの評価

魚類

ダム湖内の
魚類の生息状況

・ダム湖内では、オショロコマS. malma krascheninnikovi、ニ
ジマスO. mykissの2種が経年的に確認されている。

→ダム湖内における魚類の生息環境は安定していると考え
られる。

回遊性魚類の
生息状況

・重要な種であるオショロコマS. malma krascheninnikoviは
ダム湖内及び流入河川で経年的に確認されている。

・外来種であるニジマスO. mykissはダム湖内、流入河川及
び下流河川において経年的に確認されている。

→ダムにより上下流の分断があるが、オショロコマS. malma 
krascheninnikoviは、ダム湖の上流域で再生産していると
考えられる。

底生性魚類の
生息状況

・ダム下流河川において、底生魚の代表であるフクドジョウ
N. toniとハナカジカがC. nozawaeが経年的に確認されて
いる。

→ダムの管理・運用に伴う変化は小さく、下流河川における
底生性魚類の生息環境は安定していると考えられる。

底生動物

EPT 種類数
・ダム下流河川においてカゲロウ目、カワゲラ目及びトビケ

ラ目の種数及び構成に大きな変化はみられない。
→ダムの管理・運用に伴う変化は小さく、下流河川における

底生動物の生息環境は安定していると考えられる。

生活型
・下流河川、流入河川ともに匍匐型の割合が安定的に高い

傾向にある。
→ダムの管理・運用に伴う変化は小さく、底生動物の生息

環境は安定していると考えられる。

動植物
プ ラ ン ク ト
ン

優占種
・優占種は年度や時期により異なっているが、湖沼に普通

にみられる種類が優占種となっている。

→優占種が変化しており、ダムの管理・運用によるものと考
えられるが湖沼に普通にみられる種類が優占しており、
貯水池内のBOD、COD、T-N、T-Pが低く推移しているこ
とからも、特に問題となるような状況ではない。

植物 植生の変化
（水位変動域）

・ダム湖周辺における植生に大きな変化はみられない。
・流入河川のクチャウシュナイ沢周辺では、ケヤマハンノキ

群落であった範囲が自然裸地、ケヤマハンノキ群落（低木
林）へ変化している。

→ダム湖周辺における植生は、概ね安定していると考えられる。
→流入河川のクチャウシュナイ沢周辺では、ケヤマハンノキ

群落であった範囲が自然裸地、ケヤマハンノキ群落（低
木林）へ変化するなどの傾向がみられた。

鳥類 水鳥の確認状況
・ダム湖周辺での水鳥の確認種数は、平成25年度にやや

減少しているものの、ダム湖内で確認された水鳥の種類
数に大きな変化はみられない。

→ダムの管理・運用に伴う変化は小さく、ダム湖周辺におけ
る鳥類の生息環境は安定していると考えられる。

陸上
昆虫類等

トンボ類の確認
状況

・生息環境別トンボ類をみると、平成16年度及び平成25年
度ともに止水性の種のみ確認され、流水性の種は確認さ
れなかった。

→ダムの管理・運用に伴う変化は小さく、ダム湖周辺におけ
るトンボ類の生息環境は安定していると考えられる。

樹林性、草原性
チョウ類の確認
状況

・チョウ類の構成比率を経年比較すると、各年ともに樹林性
の種が草原性の種よりも多く確認されている。

・樹林性、草原性ともに出現種数に大きな変化はみられな
い。

→ダムの管理・運用に伴う変化は小さく、ダム湖周辺におけ
るチョウ類の生息環境は安定していると考えられる。

生物22
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流入河川 三ノ沢
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重要種の変化の把握：オショロコマ①生物23

種名
［重要種のカテゴリー］

ダム運用・管理との関連性

オショロコマ
S. malma krascheninnikovi
[国：VU 北：Nt]

・回遊性魚類であり、ダムの存在・供用
により生息環境に変化が生じる可能
性がある。

注）ダム湖内、各流入河川、下流河川における各年度の全調査時期、全調査手法で捕獲された魚類を対象とした。

【確認状況と評価】
・オショロコマS. malma krascheninnikovi は、ダム湖内及び流入河川で経

年的に確認されている。
⇒ダムの存在・供用により河川域が分断されているものの、上流域の

札内川、コイカクシュサツナイ川、三ノ沢等からダム湖にかけて生
息が確認されていることより、再生産していると考えられる。

注）［国：VU］：環境省レッドリスト2019（絶滅危惧II類：絶滅の危険が増大している種）
［北：Nt］：北海道レッドリスト【魚類(淡水・汽水)編】改訂版(2018)（存続基盤が脆弱な種）

※円グラフ内の数値について、赤はオショロ
コマS. malma krascheninnikoviの確認個体
数を、青はオショロコマ以外 の魚類の確認
個体数を示す。

オショロコマ

オショロコマ以外の魚

オショロコマ
S.malma krascheninnikovi

流入河川 札内川

3

105

H24

2

14

H19

10

126

H29

8

120

H14H14
(2002)

H19
(2007)

H24
(2012)

H29
(2017)

30

481

H14

5

259

H19
20

252

H24
20

153

H29

ダム湖内H14
(2002) H19

(2007)
H24

(2012)
H29

(2017)

下流河川 札内川

1

236

H24

0

93

H19 0

281

H29
0

118

H14
H14

(2002)
H19

(2007)
H24

(2012)
H29

(2017)

流入河川 コイカクシュサツナイ川

3

67

H14
4

53

H19
6

20

H24

3

4

H29
H14

(2002)
H19

(2007)
H24

(2012) H29
(2017)

H28出水後に顕著な
変化がみられた

※詳細な調査情報は貴重種の生息箇所が特定される恐れが
あるため非公表とさせていただきます
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生物24 重要種の変化の把握：オショロコマ②

・札内川ダムでは､平成9年から平成11年のモニタリング調査により､オショロコマS. malma krascheninnikoviの生息数が外来種であるニジマスO. 
mykissとの種間競争により減少し､将来的にはニジマスO. mykissが優占的となる可能性が懸念された。

・これにより、オショロコマS. malma krascheninnikoviの繁殖を助長する対策が課題として挙げられ､平成12年以降､フォローアップ調査として札内川
ダム周辺におけるオショロコマS. malma krascheninnikoviとニジマスO. mykissとの種間関係、再生産等に着目した調査が継続的に実施されている。

・フォローアップ調査の結果を受け、平成20年度から平成24年度に保全対策として、流入河川の河道掘削が実施された。

◆オショロコマ調査の経緯 ◆環境保全対策調査の実施状況

H9年度

～

11年度

H12年度

～

継続中

モニタリング調査

オショロコマS. malma krascheninnikoviは、ニジマスO. 
mykissとの種間競争により、将来的にはニジマスO. 
mykissが優占的となる可能性が大きいと考えられ、
その際には、オショロコマS. malma krascheninnikovi
の繁殖を助長する対策が課題となる。

【フォローアップ調査】
オショロコマS. malma krascheninnikoviとニジマス
O. mykissの種間関係、再生産等に着目した調査を行う。

ダム湖内で、在来種のオショロコマS. malma 
krascheninnikoviに影響を与えると考えられる、外来
種のニジマスO. mykissが確認された。

「札内川ダムモニ

タリング 最終報告

書」による課題

H20年度

～

継続中

【保全対策】
生息及び産卵可能範囲拡大に向け、伏流区間解消の

ため流入支川の河床を掘削。

（三ノ沢、四ノ沢、ビコイトッピ沢）

H9(1997)
年度
～

H11(1999)
年度

H12(2000)
年度
～

継続中

H20(2008)
年度
～

継続中

年度 内容 備考

・魚類相把握

・オショロコマとニジマスの個体数の把握

・魚類相把握

・オショロコマとニジマスの個体数の推移把握

・両種間の飼料競合状況把握

・両種の当歳魚出現状況の把握

・両種の餌資源の把握

前年度調査継続

第6回モニタリング部会 Ｈ12以降も調査を継続

H12
(2000)

前年度調査継続 同上

H13
(2001)

前年度調査継続 同上

・魚類相把握

・オショロコマとニジマスの個体数の推移把握

・両種間の飼料競合状況把握

・両種の当歳魚出現状況の把握

・両種の餌資源の把握

産卵床調査 ・オショロコマの再生産状況把握

前年度調査継続

フォローアップ委員会 Ｈ16以降も調査を継続

Ｈ16
(2004)

前年度調査継続 同上

H17
(2005)

前年度調査継続 同上

・魚類相把握

・オショロコマとニジマスの当歳魚の状況把握

・両種間の飼料競合状況把握

・魚類相把握 河川水辺の国勢調査（魚類外）実施

・オショロコマとニジマスの個体数の推移把握 オショロコマ保全対策立案（具体案）

・両種間の飼料競合状況把握

・両種の当歳魚出現状況の把握

・両種の餌資源の把握

オショロコマ産卵床調査 ・各流入河川におけるオショロコマ産卵状況把握

保全対策 ・伏流解消のため、河道掘削実施。 四ノ沢、ビコイトッピ沢

フォローアップ委員会 オショロコマ保全対策について最終報告

保全対策 ・伏流解消のため、河道掘削実施。 四ノ沢、ビコイトッピ沢

魚類追跡調査 ・バイオテレメトリーシステムによる行動追跡調査

オショロコマ産卵床調査 ・各流入河川におけるオショロコマ産卵状況把握

・魚類相把握

・オショロコマとニジマスの個体数の推移把握

魚類追跡調査 ・バイオテレメトリーシステムによる行動追跡調査

オショロコマ産卵床調査 ・各流入河川におけるオショロコマ産卵状況把握

現地踏査 ・流入河川の伏流状況把握

ダム湖降下実態調査 ・流入河川からダム湖への降下状況把握

魚類追跡調査 ・バイオテレメトリーシステムによる行動追跡調査

オショロコマ産卵床調査 ・各流入河川におけるオショロコマ産卵状況把握

保全対策 ・伏流解消のため、河道掘削実施。 三ノ沢、四ノ沢、ビコイトッピ沢

・魚類相把握 河川水辺の国勢調査（魚類外）実施

・オショロコマとニジマスの個体数の推移把握

現地踏査 ・流入河川の伏流状況把握

魚類追跡調査 ・バイオテレメトリーシステムによる行動追跡調査

オショロコマ産卵床調査 ・各流入河川におけるオショロコマ産卵状況把握

・魚類相把握 河川水辺の国勢調査（魚類外）実施

・オショロコマとニジマスの個体数の推移把握

現地踏査 ・流入河川の伏流状況把握

モ

ニ
タ
リ

ン
グ
調
査

H10

(1998)

Ｈ22
(2010)

魚類生息状況調査
H9
(1997)

同上

H21
(2009)

H20
(2008)

H11
(1999)

H14
(2002)

魚類生息状況調査

H24
(2012)

H23
(2011)

魚類生息状況調査

同上

オショロコマ保全対策立案

H15
(2003)

H29
(2017)

魚類生息状況調査

フ

ォ
ロ
ー

ア

ッ
プ
調
査

調査項目

魚類生息状況調査

フォローアップ調査結果とりまとめ

H19
(2007)

H18

(2006)

魚類生息状況調査

魚類生息状況調査
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生物25 重要種の変化の把握：オショロコマ③

【環境保全対策の必要性】

・札内川ダム周辺では、ニジマスO. mykissはダム湖、オショロコマS. malma krascheninnikovi
は流入河川で優占するなど棲み分けがみられ、経年的にオショロコマS. malma 
krascheninnikovi の個体数は概ね安定している。

・オショロコマS. malma krascheninnikovi の産卵環境は、ダム湖から遡上可能な上流河川に
みられること、平成29年度では産卵床や産卵行動が確認されなかったこと等から、ダム湖
に生息するオショロコマS. malma krascheninnikovi は上流からの供給によって維持されてい
る可能性が大きい。

・オショロコマS. malma krascheninnikoviの安定した生息状況を維持するため、ダム湖に生息
する個体の産卵環境及び産卵場所への移動環境の改善、上流域における産卵環境の把
握することが必要である。

【今後の課題】

・ダム湖に生息するオショロコマS. malma krascheninnikoviの産卵環境の把握

・平成28年度の大規模出水後における生息環境の変化の把握

・上流域の流入河川における産卵環境の把握
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ダム湖内

471

40

H14

259

5 H19

252

20
H24

58
115

H29

H14
(2002) H19

(2007)
H24

(2012)
H29

(2017)

注）ダム湖内、各流入河川、下流河川における各年度の全調査時期、全調査手法で捕獲された魚類を対象とした。

外来種の変化の把握：ニジマス生物26

種名
［外来種のカテゴリー］

ダム運用・管理との関連性

ニジマス
O. mykiss
［国：産業 北：A2］

・他のサケ科魚類などの産卵床を掘り起こしたり、餌や生息場所
をめぐって競合する可能性があり、定着すれば在来のサケ類に
被害を与えるおそれがある。

・他の魚類を捕食しており、著しい個体数増加により他の魚類の
減少を招くおそれがある。

【確認状況と評価】
・ダム湖内、流入河川及び下流河川で、経年的に確認されて

いる。
⇒ダム湖で優占しており、オショロコマとの競合が懸念され

る。今後の推移について、河川水辺の国勢調査により個体
数をモニタリングする必要がある。

ニジマス Oncorhynchus mykiss

注）［国：産業］生態系被害防止外来種リスト（産業：適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種））
［北：A2］ 北海道ブルーリスト（A2：本道の生態系等へ大きな影響を及ぼしており、防除対策の必要性について検討する外来種）

※円グラフ内の数値について、赤はニジマス
O. mykiss の確認個体数を、青はニジマス
以外の魚類の確認個体数を示す。

H28出水後に顕著な
変化がみられた

流入河川 コイカクシュサツナイ川

2

68

H14
2

55

H19
0

26

H24
0

7

H29
H14

(2002)
H19

(2007)
H24

(2012)
H29

(2017)

流入河川 札内川

6

102

H24

1

15

H19

9

127

H29
6

122

H14
H14

(2002)
H19

(2007)
H24

(2012)
H29

(2017)

下流河川 札内川

2123

H19

17
14

H14

16

130

H24

6

32

H29
H14

(2002)
H19

(2007)
H24

(2012)
H29

(2017)

流入河川 三ノ沢

0

21

H29
6

50

H19
4

75

H24
H19

(2007)
H24

(2012)
H29

(2017)



8787
外来種の変化の把握：オオハンゴンソウ生物27

【確認状況と評価】
・平成26年度に流入河川及び下流河川の本流沿いで確認された。

⇒特定外来生物であるオオハンゴンソウR. laciniataが確認されて
おり、今後の河川水辺の国勢調査等において確認された場合
は、速やかに対策を行う。

種名
［外来種のカテゴリー］

ダム運用・管理との関連性

オオハンゴンソウ R. laciniata
［国：環特、国：総合、北：A2］

・特定外来生物に指定されており、貴重な在来植物と
の競合、駆逐が懸念される。

注）［国：環特］特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律(環特：特定外来生物)
［国：産業］生態系被害防止外来種リスト(総合：総合的に対策が必要な外来種(総合対策外来種))
［北：A2］ 北海道ブルーリスト(A2：本道の生態系等へ大きな影響を及ぼしており、防除対策の

必要性について検討する外来種）

H18 H21 H26

キク オオハンゴンソウ ●

科　名 種　名
調査年度

H18 H21 H26

キク オオハンゴンソウ ●

科　名 種　名
調査年度
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生物28

【参考】中規模フラッシュ放流の実施状況
（経緯、概要）

・札内川では、樹林化により礫河原が急速に減少し、礫河原を生息・繁殖の場として利用
する動植物への影響が懸念されている。

・こうした中、平成23年に「札内川技術検討会」が発足し、礫河原の再生を目指した中規
模フラッシュ放流を平成24年より実施している。

・放流にあたっては、発電等に関わる利水事業者と調整の上、ダム機能を最大限活用した
操作を行っている。

昭和53年撮影
KP29付近

広い礫河原がみられる

平成22年撮影
KP29付近

河道内が樹林化し、礫河原はわずか

450

455

460

465

470

475

480

4/1 5/1 6/1 7/1 8/1

平常時最高貯水位
EL=474.0m 

水
位

(m
)

① ② 自然再生のため
の貯水位操作

洪水貯留準備水位
EL=466.0m 

例年の主操作

ケショウヤナギの母樹

撮影:アークコーポレーション(株)

イカルチドリ

氷河期の遺存種で国内
のごく限られた地域にし
か生育していない

・世界で日本を含む極東地方
でしか繁殖しない。

・広い礫河原に営巣。

ケショウヤナギ

◆河道内の樹林化について（左：昭和53年(1978年)、右：平成22年(2010年)） ◆礫河原を利用する動植物

◆ダムの操作イメージ ◆フラッシュ放流状況

最大放流量≒120m3/s

◆フラッシュ放流実施年度
H24

(2012)
H25

(2013)
H26

(2014)
H27

(2015)
H28

(2016)
H29

(2017)

実施
年度

○ ○ ○ ○ － －

※フラッシュ放流に合わせ、水位流量観測、
定点写真撮影、ケショウヤナギ、チドリ類、
魚類・底生動物等の各環境調査を実施。
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生物29

【参考】中規模フラッシュ放流の実施状況
（工夫、効果①）

・フラッシュ放流及び出水による礫河原の維持、再生を促す工夫として、旧流路への引き込み掘削を実
施し、河川の自然の流れを利用した旧流路の復元効果を検証した。

・出水時に掘削箇所への流入が確認され、流水の作用により、以前のような分岐を繰り返す流れが回復
するとともに、樹木流亡に伴う礫河原再生の効果が確認された。

・フラッシュ放流開始以降、礫河原の面積は徐々に増加傾向を示し、平成28年8月の出水により、礫河原
の面積は平成17年を上回る水準まで回復した。今後も引き続きモニタリングを実施していく。

◆礫河原の面積の変遷

▲H24.6.25撮影(2012年)
１回目のフラッシュ放流前

▲H27.6.25撮影（2015年）
4回目のフラッシュ放流後

▲H29.7.12撮影（2017年）
5回目のフラッシュ放流前

◆上札内橋上流の変遷

樹木流亡域 樹木流亡域

側岸侵食等に
よる樹木流亡 側岸侵食等に

よる樹木流亡

◆礫河原の再生を促す工夫

旧流路

旧流路

引き込み部のみ掘削 A A’
A

A’
引き込み部のみ掘削

旧流路流入部の高まりを除去して出水時に水を引き込む「引き込み掘削」に
より、河川の自然の流れを利用した礫河原の再生に期待している。

引き込み掘削のイメージ

H28.8出水
（2016年）

フラッシュ放流
＋小規模出水

：礫河原の面積

約260ha フラッシュ放流開始

約140ha
約190ha

約340ha

約24ha/年
減少

出水
(台風10号)

（
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生物30

【参考】中規模フラッシュ放流の実施状況
（効果②）

■魚類の生息環境の多様性向上

・再生された旧流路において、遊泳力の低い小型の魚類が確認されるなど、主流路より多
くの種が確認され、魚類の生息環境の多様性が向上した。

■鳥類の生息場の創出

・再生された礫河原において、礫河原でしか繁殖できないとされるイカルチドリを中心に、
チドリ類の繁殖・生息場としての利用が確認された。

旧流路

主流路

旧流路

河床（旧流路）

主流路

旧流路で再生された環境
・主流路と異なる緩やかな流

れ。
・樹木のカバーによる、ヤマ

メ等が好む低水温環境。
・底生魚が好む浮石上の河

床。

抱卵中のイカルチドリ

イカルチドリの礫河原の利用状況

礫河原の増加とともに、生息および繁殖確認区間が増加した。

：繁殖確認
：生息確認

◆魚類の生息環境の多様性向上 ◆鳥類の生息場の創出
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H25 192

H26 210

H28 210

調査時期
Kp.

礫河原
面積

（2013）

（2014）

（2016）

1 1
1

3
3

1
11

2

0

2

4
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8

10

主流路 旧流路

種
数

魚類 確認種数（H27-H29）

ヤツメウナギ科

ドジョウ科

サケ科

トゲウオ科

カジカ科

4科6種 5科8種 旧流路で
1科2種多い

（2015～2017）
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【参考】中規模フラッシュ放流の実施状況
（今後の取組み）

・礫河原を生息・繁殖の場として利用する動植物や河川を利用する人々にとって良好な環境を創
出することに加え、札内川は地域の観光産業の振興にも寄与しており、今後も継続的に礫河原
の再生に取り組んでいく。

・長期的な評価としては、シフティングモザイク※等の概念を取り入れ、樹木の世代交代による
望ましい樹齢分布に着目してモニタリング実施していく。

※河道内樹木を樹齢毎に分類し、その面積や空間的な分布状況を表したもの。

凡　例

樹齢
25～　年
20～25年

15～20年
10～15年

 5～10年
　～ 5年

推定樹齢の変遷

・広い礫河原があり、低水路内は若い樹木が比較的多かった。

基図：H17年10月航空写真

中札内橋

平成17年 ：礫河原再生の管理幅

・樹林が増加し、礫河原が大幅に減少。樹木の世代交代が進まない状態。

・礫河原が増加、若い樹木が多く分布し、望ましい樹齢分布に近づいている。

基図：H22年8月航空写真

平成22年

中札内橋

基図：H29年10月航空写真

平成29年

中札内橋

：望ましい樹齢分布
：礫河原＋水域
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目指すべき環境に近づいている

◆シフティングモザイクによる長期的な評価

（2005）

（2010）

（2017）
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生物のまとめ

●ダム湖と流入河川で共通する回遊魚が確認されており、流入河川で再生産していると考
えられる。

●魚類、底生動物、動植物プランクトン、植物、鳥類、陸上昆虫類等の生息・生育状況に大
きな変化はみられておらず、ダム湖内、流入河川、下流河川、ダム湖周辺ともに生物の安
定的な生息・生育環境となっていると考えられる。

●動植物プランクトンは、中腐水性の種類が確認されているが、これらは一般にみられる種
類である。また、植物プランクトンは平成28年の大規模な出水後の平成29年には珪藻綱
のディアトマ科が優占し、総細胞数も少ない傾向にある。

●外来種であるニジマスO. mykissがダム湖内、流入河川、下流河川で経年的に確認されて
いる。

生物32

◆まとめ及び現状のダム管理との関係
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◆今後の方針

生物のまとめ

●ダム湖内、流入河川、下流河川を含めて、統一的な調査（地点・時期・手法）を継続し、経
年的な変化の状況を検証するための情報を蓄積する。

●今回の対象期間内に河川水辺の国勢調査が実施されなかった両生類・爬虫類・哺乳類
は、今後実施される調査結果を踏まえ、整理・評価を行う。

●平成２８年８月洪水に伴い、貯水池及び流入河川において生物の生息状況に変化が生じ
ている可能性があり、今後の生物調査において、生息状況の変化を注視する。

●外来種であるニジマスO. mykissは、在来種のオショロコマS. malma krascheninnikovi と生
息環境が競合することから、その分布状況や生息環境の変化の状況を注視し、河川水辺
の国勢調査を継続して実施する。

●特定外来生物であるオオハンゴンソウR. laciniataが過去に確認されている。今後の河川
水辺の国勢調査等において確認された場合は、速やかに対策を行う。

●ケショウヤナギC. arbutifolia 及びオショロコマS. malma krascheninnikovi 等の調査に関し
ては、継続的な調査の実施と、より効果的な保全対策を検討していく。


